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■会長報告 竹川　博之 会長
　 2点お話をさせて頂きます。
　まず、1点目ですが、先週ローターアクトクラ
ブの最終例会に帯広クラブ、飛岡青少年育成委員
会委員長をはじめとして、7名で出席して参りま
した。大変思いのこもった素晴らしい例会でし

た。数年間の活動で、人間として、きっと成長したのだろうと思
わせる4名が卒業されていました。RCも会員増強に力を注が
なくてはなりませんが、帯広ローターアクトクラブも20名を切
った会員数で、会員増強を必要としています。現在、年齢制限
が、R1の方針で撤廃されており、年齢を30才から35才ぐらい
まで延ばして活動しているアクトクラブもある様です。入会さ
せる企業としても、20代の中途採用が増加している、又、新卒
が3～5年で退職するケースが増加している状況をみると、将来
の会社の経営幹部としての見極めに時間が必要かと思われま
す。帯広ローターアクトクラブも年齢制限の見直しが、強く求
められると感じました。
　2点目は、本日の例会についてです。今年度、グレートリセッ
ト・未来へ！のスローガンの下活動していますが、会長として
是非達成したかったのは、①会員増強を1年間継続して実践す
る。そして、成果として20人の入会者で純増10人を達成する。②
中長期ビジョン委員会の創設、スタートを切る。の2点です。88
年の歴史と伝統を有する帯広クラブとして現在抱えている課
題を一旦整理し、更に100周年に向けての帯広クラブとしての
方向性を打ち出す為の特別委員会として中長期ビジョン委員
会をスタートさせました。単年度で役員も変わり活動も終わり
ます。しかしながら、“不連続の連続”という言葉がある様に、帯
広RCとしての全体最適を継続的に志向する事が、重要と考え
ます。来年も、中長期ビジョン委員会は継続して頂ける様です
が、スタートの本年は長澤委員長以下メンバーには、大変なご
苦労をおかけした事と思います。本日は、委員会で検討して頂
いた事をしっかり、お聞きしたいと思います。
　以上で、会長報告とさせて頂きます。

■プログラム （プログラム委員会）
「中長期ビジョン委員会の行動計画」
中長期ビジョン委員会　委員長　長澤　秀行

　本委員会は、竹川会長の意向により、クラブ活
動の総点検を行うことを目的に、特別委員会とし
て設置されました。具体的には、帯広ロータリー
クラブの「歴史と伝統」について考え、各委員会に
よる実施プログラムを評価・分析し、100周年に

向けて「グレートリセット」しようとするものです。
　検討事項については、歴史と伝統に関するもの（理事会、例
会、寄付活動、地域貢献、世界貢献などの在り方、周年事業の計
画、友好クラブの対応、歴代会長懇談会の位置づけ等）、クラブ
強靭化に関するもの（会員増強、親睦活動、出席義務、雑誌購入、
歴代会長の関わり方等）、人材育成に関するもの（委員長・副委
員長、理事・役員、会長、ガバナー補佐、地区役員、ガバナー等）な
ど多岐にわたります。
　昨年9月の担当例会では、（1）例会出席時の服装について（ス
ーツ・ネクタイは強要しない、仕事着でも可）、（2）ロータリーバ
ッチの着用について（必須、忘れた場合は例会場で購入、その場
合はニコニコ献金をすること）、（3）年会費の改定について（現

在の会費の金額に至る経緯を踏まえて検討すべき）、（4）時間厳
守について（SAA作成のプログラムに従った例会運営、それぞ
れの担当時間を厳守する、終了時間は守る）などが話し合われ
ました。今回は、会員増強と委員会活動について、帯広クラブの
ルールと、グレートリセットの是非について、皆さんと意見交
換を行いたいと思います。
　まず、会員増強については、「Each One, Bring One」が基本で
す。本年度は、竹川会長のもと、会員増強委員会の石山委員長の
多大なる努力により、20名を超える新会員が本クラブに加入
されました。さらに、会員増強を進めるためには、いくつかの疑
問に思われる点があると思います。それは、会員それぞれが、会
員増強に協力したいと思っていても、自分が推薦していいもの
なのか、資格や基準はあるのか、現会員が一人でも反対すると
加入できないのか、職業分類は重なってもいいのかなど、これ
までのルールを継承すべきなのか、あらたなルールが必要なの
か、議論すべき課題であると思いました。
　本委員会で考えたルールは、（1）推薦者は1名ないし2名とす
る。（2）入会3年未満の会員が推薦者となる場合は、役員経験者
と連名とする。（3）推薦する候補者に、ロータリークラブについ
て説明し、理解を得る。（4）入会後も相談者としての役割を持
ち、会費未納の際は、立て替える。

　ここで、合田副委員長からコメントをいただき
ました。多くの仲間に声をかけて入会してもらう
ことが基本であること。なぜ、会員増強が必要な
のかについて説明がありました。さらに、会員推
薦から、会員増強委員会委員長、幹事、理事会、会

員への通知、了承を経て、理事会で承認、という流れについての
これまでのルールが説明されました。以前は、審査委員会や職
業分類に関する委員会があったそうです。
　次に、委員会活動についてですが、先の情報委員会のテーマ
が、テーマ1：帯広ロータリークラブにおける委員会の役割と
は、テーマ2：委員会における委員長の役割、副委員長の役割、委
員の役割でしたので、すでに議論がなされていると思います。
　委員会によっては、打ち合わせを頻繁に実施している親睦活

動委員会などがありますが、委員長のみに任せて
いる委員会もいくつか見受けられます。委員会活
動は構成メンバー全員参加で行うことで、ロータ
リー活動の理解にもつながります。また、委員会
毎に、次年度への申し送りも必要ですが、現状、い
かがでしょうか。この点は、帯広クラブの「歴史と
伝統」に関わる大きな課題であると思います。前
回、竹川会長の卓話でご説明いただいた「委員会
活動の活性化」と「不連続の連続の必要性」は、ご
指摘のとおりです。
　ここで、小白副委員長からコメントをいただき
ました。それぞれの委員会活動の必要性につい
て、具体的に、広報委員会：会報を電子化する方向
性について、プログラム委員会：夜間例会につい
ては、以前に会長等の都合により曜日を変更した
経緯があり、原則、水曜日の昼に例会を行うこと
になったそうです。その他、いくつかの委員会活
動について問題提起がなされました。委員会活動
は単年度の委員会で考えるのではなく、引き継ぎ
が重要であることが指摘されました。
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　最後に、委員会メンバーである和田賢二委員、小沢昌博委員、
工藤大輔エレクトから、それぞれコメントをいただきました。
　中長期ビジョン委員会は、次年度も継続します。委員会のメ
ンバーは、各委員会の委員長となりますので、委員会間の連携
も深めていきたいと思います。今年度は、課題抽出の感があり
ましたが、今後、会員皆さんとの意見交換を踏まえ、「明るく、楽
しく、元気のいい」帯広クラブへのグレートリセットを進め、次
年度は、「Merry Rotary」をテーマにロータリーで盛り上がりた
いと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。

【吉岡会員　退会のご挨拶】
　この度、7月1日付で東京に転勤することとな
りました。ちょうど1年前に帯広クラブに入会、多
くの方に懇意にしていただき、「さあ2年目、これ
からだ」と意気込んでいたところでしたので、非
常に悔しく残念に思っております。

　転勤してきたときには帯広に3年位は勤務できると思ってい
ましたし、この帯広・十勝エリアが非常に気に入っていて、退職
した後もぜひここに住み続けたいと思っていました。小さな夢
ですが、「退職後にこの街に戻ってきて、小さいゴルフの練習場
でも開業できたらいいな」という思いがあります。その夢がか
なった際には、改めてよろしくお願いします。
　私の後任は東京から中野という者がやって参ります。この歴
史と伝統のある帯広ロータリークラブへの入会が許されるの
であれば、是非かわいがっていただけたらと思います。1年と
いう大変短い間でしたが、たくさんの方々に良くしていただい
て本当にありがとうございました。お世話になりました。

■会務報告	 櫻井　博一 幹事
①帯広RC、第6回クラブ協議会開催のご案内
　日　時　6月21日（水）午後6時30分
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
　出席対象者　2022-23年度理事・役員・委員長・会計監査
②帯広RC、年度末最終夜間例会開催のご案内
　日　時　6月28日（水）午後6時
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
③各ロータリークラブ、年度末最終夜間例会開催のご案内
・帯広北ロータリークラブ
　日　時　6月23日（金）午後6時30分
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
・帯広東ロータリークラブ
　日　時　6月27日（火）午後6時30分
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
・帯広ロータリークラブ
　日　時　6月28日（水）午後6時
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
・帯広西ロータリークラブ
　日　時　6月29日（木）午後6時30分
　場　所　北海道ホテル
④帯広北RC、6月30日（金）の例会は、休会と致します。

【委員会報告】
・国際奉仕委員会　小沢委員長より

　この度、昨年9月にマレーシアで行いました水
道水供給事業を行った際のパートナーであった
アンパンロータリークラブから40周年記念セレ
モニーへのご招待をいただきました。
　日程は7月23日ですが、海外のクラブからご招

待をいただくということはほとんど聞かない貴重な機会と捉
えていますので、ご都合のつく方がいらっしゃいましたらご連
絡をいただければと思います。

【ニコニコ献金】	 （親睦活動委員会）
＜櫻井　博一 会員＞
　当法人のベトナムスタッフ3名が介護福祉士を取得しまし
た。新聞やNHKなどに登場していますので、ぜひご覧下さい。
＜髙橋　章文 会員＞
　先日第1子が誕生しました！母子共に健康で、妻と子供に感
謝です。
＜梶野宗一郎 会員＞
　6月28日、最終夜間例会を担当します。親睦活動委員会全力で
がんばります。楽しみにしていてください。
＜板谷　圭佑 会員＞
　梶野親睦活動委員長に教わったことを次年度の親睦活動委
員会につなげていきたいと思います。
＜長澤　秀行　会員＞
　本日、例会を担当させていただきます。
＜飛岡　抗　会員＞
　2番テーブル100%です。
＜結婚記念日祝（6月）＞
髙橋　弘史 会員　　髙橋　章文 会員
＜後期終了御礼＞
竹川　博之 会長（10,000円）
小倉　　豊 副会長（10,000円）
村松　一樹 副会長（10,000円）
櫻井　博一 幹事（5,000円）
大江　　平 会場監督（5,000円）
及川ゆかり 会計（5,000円）
栂安　雅満 直前会長（5,000円）
工藤　大輔 会長エレクト（5,000円）
木野村英明 クラブ管理理事（5,000円）
川上　義史 クラブ広報・会員組織理事（5,000円）
小水　基弘 ロータリー財団・奨学理事（5,000円）
小林　光樹 奉仕プロジェクト理事（5,000円）
長澤　秀行 中長期ビジョン委員長（3,000円）
木村　尚志 出席委員会委員長（3,000円）
梶野宗一郎 親睦活動委員会委員長（3,000円）
外﨑　裕康 プログラム委員会委員長（3,000円）
千葉　直樹 広報委員会委員長（3,000円）
石山　直貴 会員増強委員会委員長（3,000円）
小田　　剛 ロータリー情報・記録委員会委員長（3,000円）
山本　温仁 米山記念奨学委員長（3,000円）
三井　　真 職業奉仕委員長（3,000円）
池田　健太 社会奉仕委員長（3,000円）
飛岡　　抗 青少年育成委員長（3,000円）
小沢　昌博 国際奉仕委員長（3,000円）

【出席報告】	 （出席委員会）
会員総数：90名（内　免除会員3名）
出席者数：56名（内　免除会員0名　内Zoom参加者4名）
本日の出席率：64.3%

■次週プログラム予定
6月28日（水）　「年度末最終夜間例会」	 （親睦活動委員会）


